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Ⅰ．法人の概要 

 学校法人正栄学院 

  代表 ：理事長 坂入 重久 

  所在地：茨城県土浦市小松三丁目３番８号 

  設立 ：2021 年 12 月 9 日 

  目的 ：教育基本法及び学校教育法に従い、学校教育を行うことにより、

有能な専門職業人として豊かな人間性を養い、地域社会に貢献で

きる実践者を育成することを目的とする。 

  

１．学校法人の沿革 

2021 年 12 月 茨城県から学校法人の認可を受け「学校法人正栄学院」設立 

  2022 年 4 月  いばらきどうぶつ専門学校 開校 

 

２．設置する学校・学科 

いばらきどうぶつ専門学校（愛犬美容学科、家庭犬訓練学科） 

 

３．学校・学科等の学生数の状況（2023 年 5 月 1 日時点） 

 

 

 

いばらき動物

専門学校 

課程名 学科名 
修業

年限 
入学定員 総定員 

商業実務専門

課程 
愛犬美容学科 ２年 ３０名 ６０名 

商業実務専門

課程 
家庭犬訓練学科 ２年 ２５名 ５０名 

 

４．役員の概要 

   理事   定員数６名 （任期 5年） 

  監事   定員数２名 （任期 5年） 

  評議員 定員数１３名 （任期 5年） 
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５．教職員の概要 

     教員 ７名 

     職員 １名 

 

 

Ⅱ．事業の概要 

近年、人間は動物を救う立場から、お互いに心の安らぎを与え合う、より密

接な関係をもっています。このことは核家族化と高年齢社会に進む世の中で

は、ますます重要視されていくものと思われます。私たちは大切な家族の一

員である動物が、快適で充実した生活が出来るように配慮しなければなりま

せん。人間と動物が共に穏やかな気持ちで生活していくためには、人間側の

努力が必要です。当法人では、人間のパートナーとして、また家族の一員と

して重要な存在である動物たちのことを理解し、飼い主に的確なアドバイス

ができる人材を育成して参ります。 
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Ⅲ．財務の概要 

１．資金収支計算書 
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2022 年度の収支状況を資金収支計算書により資金の流れでみると、収入額は、

計 227,046,834円となりました。支出額は、経費支出 他 計 147,292,450円と

なり、差引き 79,754,384円が翌年度繰越支払資金となりました。 
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２．事業活動収支計算書 
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2022 年度の事業活動収支計算書の概要について予算との対比で説明しますと、

経常収支差額は予算を 64,432,338 円下回り、15,737,862円となりました。 

内訳として、事業活動収支差額は、予算を 64,432,338 円下回る 15,737,386 円

となりました。また、教育活動収支差額は、予算を 476 円上回る 476 円となり

ました。 
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３．貸借対照表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度末時点の財政状態を貸借対照表からみると、資産の総額は 4,991,349

円で、その内訳は、固定資産 7,074,507 円、流動資産△2,083,158 円となりま

した。負債の総額は、流動負債 15,222,561円となりました。基本金は、校

地・校舎・機器備品・図書など教育・研究に必要な資産の自己資金調達を示す

第１号基本金 7,688,000円となりました。翌年度繰越収支差額は、8,049,862

円となります。 

以上 
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